第３回防災教育推進委員会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時：平成21年2月10日（金）
10:00～11:30
場　所：県民会館　1001号室
【次　　　第】
１．事務局説明 ：地域報告会について、その他（最終報告会、平成20年度報告書）　　
２．地域報告会での報告機関からの説明：当日の報告概要について
３．意見交換        
【出席予定者】（敬称略、○：防災教育推進委員会委員（代理））
○   気象庁神戸海洋気象台業務課　　　　　　　　　　 課長　　　  　   根本　和宏
○　 兵庫県教育委員会事務局教育企画課　　　　　　　 指導主事　　     三浦　巡

○   兵庫県企画県民部防災企画局防災企画課　　　　　 課長　　　 　    上り口　豊

　　　 兵庫県企画県民部防災企画局防災企画課　　　　　 課長補佐　　     平澤　雄一郎

○　 神戸市教育委員会事務局指導部指導課　　　　　　 指導主事　　     宮本　晃郎

○   神戸市危機管理室　　　　　　　　　　　　 　　　主幹　　 　    　小久保　康晴
○   神戸市消防局予防部予防課　　　　　　　　　　　 課長　 　 　     濱田　諭

　　　 神戸市消防局予防部予防課 　　　　 　　　　　　 係長　　　　     定岡　由典

　　　 神戸市消防局予防部予防課 　　　　　　　　　　　係員 　　　      竹中　邦明　

神戸学院大学学際教育機構防災・社会貢献ユニット ユニット長 　　　前林　清和

○   神戸学院大学学際教育機構防災・社会貢献ユニット 専任講師　     　舩木　伸江

○   兵庫県立舞子高等学校環境防災科 　　　　　　　  科長・教諭　     諏訪　清二

○   人と防災未来センター　　　　　            　   副センター長     山本　健一

人と防災未来センター事業部                     部長　　 　　    田村　賢一　
   　　人と防災未来センター事業部         　       　 事業課課長補佐   野竿 拓哉
　　 人と防災未来センター研究部 　　　  　 　　　　 研究員     　　  宇田川　真之 

 人と防災未来センター研究部 　　　  　 　　　　 研究員     　　  奥村　与志弘 
※事務局：人と防災未来センター
　　　　　　　地域報告会（たたき台）
１．進　行
【第1部】報告「大震災の教訓を踏まえた新たな防災教育」：70分程度
○防災教育支援事業とは　　　　　　　　　　　　 【人防（山本）】5分

○防災教育事例の分類と新たな教材づくり　　　　 【神戸学院大（舩木先生）】10分

○GISを活用したハザードマップ作成授業　　　 　【舞子高校生】10分

【人防（宇田川研究員）】5分

○新たな防災教育研修プログラムの開発　　　　　 【県教育委員会】10分

○神戸市内の小学校でのモデル的実践　　　　  　 【市消防局】10分

○KOBE防災教育ハンドブック（仮称）の作成　   【市教育委員会】10分

○兵庫の特性を生かした取組：ユース震災語り部等 【舞子高校（諏訪先生）】10分　

★休憩5分

【第2部】パネルディスカッション「新たな防災教育を全国に普及」：60分程度

　　＜壇上：上記報告者（舞子高校生を除く）

＋神戸海洋気象台＋神戸市危機管理室＋兵庫県防災企画局＞

　　○第1部報告者以外の機関からのコメント　10分

　　○第1部報告に対する会場からの質問・回答　10分

　　　・会場から質問が無ければ、山本からの質問。

　　○会場を交えたディスカッション　40分程度

　　　・成果を全国に普及させるための課題等についての意見交換。

・最後に一言ずつ。

２．作　業
　■発表資料の作成
　　・　可能であればパワーポイント（打ち出し資料は、当日配布せず）。紙資料を用いた発表、資料無しでの発表も可。

　　・　紙資料を用いた発表をする場合、2月中（Ｐ）に人防に原稿送付、又は3月5日午前（Ｐ）までに人防に200セット（Ｐ）持ち込み。数枚であれば、各機関のＰＲビラの持ち込みも可。
　■当日作業対応
　　・　受付や場内対応等。原則、各機関１名程度のお手伝いを何とぞお願い申し上げます。
■関係者への参加依頼

　・　神戸学院大学、神戸市消防局、兵庫県教育委員会関係各位、御尽力ありがとうございます。他の機関の各位も何とぞよろしくお願い申し上げます。最大170人入ります。
■記者発表　

　・　概要は、1月15日井戸兵庫県知事会見で発表ずみ。詳細は、2月下旬に発表予定。

　　　　　　　　　　　　平成20年度報告書（素案）
１．主たる配布先
　　部数（業務計画書上）【８００部】

　　（１）兵庫県、神戸市内の小中高校等

・　地域報告会に参加いただけなかった防災教育関係者に地域報告会内容を知ってもらう。

【兵庫県教育委員会：２００部】

【神戸市教育委員会：３００部】

（２）上記以外の兵庫県内防災教育関係機関、マスコミ

　・　事業趣旨を知ってもらい、ネットワークへの参加を促す。

　　　　【神戸学院大、舞子高校、神戸市消防局：各５０部】

【神戸海洋気象台、兵庫県防災企画局、神戸市危機管理室：各１０部】

【人防（人防分と、マスコミ配布用）：５０部】　
（３）全国の防災教育関係機関

　・　平成21年度の事業に向け、御意見をいただく。

　　　　【人防（配布方法未定。文科省提出分や予備も含めて。）：７０部】

２．報告書構成

（１）防災教育支援事業の概要：人防作成

　

（２）地域報告会の概要：各報告者作成

　・それぞれ、パワーポイント資料・配布資料及び２，３枚程度の報告概要

（３）資料編：各機関作成

　・各取組の成果で、報告書に添付可能なもの
